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一般財団法人大阪防疫協会
理事長
　 今 田　光 三

大阪府健康医療部長
　 藤 井　睦 子

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃から何かとお力添えを賜り、本当にあ
りがとうございます。
　当協会は、昭和22年５月15日（1947年）に
設立され、以来、多くの公益活動と収益事業
を通じて、皆様方より暖かいご支援・ご指導・
ご鞭撻をいただき、おかげさまで、昨年５月

（2022年）で75周年を迎えることができまし
た。
　さて、新型コロナウイルスとの戦いは、収
束までは至っておりませんが、ワクチン接種
も広がり、新型コロナウイルスとの共存社会
が形成されつつあります。この新しい社会で
は、これまでとは異なる新たな生活様式や働
き方が求められています。また、SDGsやDX
等の潮流も加わり、直面するあらゆる分野・
領域でイノベーションが生まれ、新たな価値
が創造されています。
　また、世界情勢を見渡すと、冷戦終了後30
年経った現在においても、ロシアのウクライ
ナ侵攻により、人道を無視した戦闘が日常的
に行われている現状は、理解しがたいとしか
言いようがありません。
　この侵攻を発端に地政学リスクが顕在化
し、資源・素材価格の高騰やサプライチェー
ンの見直しにまで発展してきております。
　国内外とも激動の時代、厳しい環境には置
かれておりますが、私どもは、10年後、20年
後の未来を見据えて、新しい時代のニーズに
お応えするために、人々の健康で快適な暮ら
しに奉仕する公益法人設立当初の目的の実現
に向け、積極的に民間の知恵と財源を集め、
また技術者集団として高いレベルを保ち続
け、精力的かつ これまで以上に社会に貢献
すべく努めてまいりますので、本年もどうぞ
よろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会におかれまして
は、益々御清祥のこととお慶び申し上げます
とともに、日ごろから大阪府の健康医療行政
に格別の御支援、御協力をいただき、心から
感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症への対応につい
ては、皆さまに多大なご協力をいただきなが
ら、感染拡大の防止に全力で取り組んできま
した。昨年は感染力の強いオミクロン株の流
行により高齢者施設で多数のクラスターが発
生しました。その教訓を生かし、感染対策を
含む高齢者施設への支援を強化するため、「大
阪府高齢者施設等クラスター対応強化チーム

（OCRT）」を設置しました。また、「高齢者
医療介護臨時センター」の設置や頻回検査、
ワクチンの４回目接種にも力を入れてきまし
た。大阪府ではリスクのある高齢者等への対
策を強化し、リスクのない若年者は自己検査
による自宅療養を中心とした対策にシフトし
ております。引き続き、府民への感染防止対
策（３密の回避、マスク着用、手洗いこまめ
な換気等）の徹底と、ワクチン接種の推進に
努めてまいります。
　今後、新たな未来を切り拓くシンボルとな
る「2025年大阪・関西万博」を控え、新型コ
ロナウイルス感染症の対応を踏まえた上で、
感染症に強いまちを目指していきます。
　貴協会がこれまで培ってこられた専門的知
見は、感染症の発生予防やまん延防止対策に
あたり非常に心強いものであり、大阪の安全・
安心の確保に向け、より一層のお力添えを賜
りますようお願い申し上げます。
結びに、貴協会の益々の御発展と皆様方の御
健勝をお祈りいたしまして、新年のごあいさ
つとさせていただきます。
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大阪市健康局
生活衛生担当部長
　 中 谷　紀久雄

堺市健康福祉局
保健所次長
　 藤 川　桂 祐

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様方には、
健やかに新年をお迎えのことと、心からお喜
び申しあげます。
　貴協会の皆様方におかれましては、平素か
ら環境衛生行政をはじめ大阪市政の各般にわ
たり格別の御理解、御協力を賜り、厚くお礼
申しあげます。また、貴協会におかれまして
は、防疫に関する知識の普及啓発に日頃から
取り組まれており、その社会貢献に対して深
く敬意を表する次第であります。
　さて、今般、新型コロナウイルス感染症に
加え、国際情勢の変化に伴う原油価格や物価
の高騰などが、市民生活のみならず、社会、
経済など多方面にわたって、甚大な影響を及
ぼしています。社会経済活動の制限が段階的
に緩和されてきたことなどにより、景気動向
は持ち直しの動きが見られるところですが、
新型コロナウイルス感染症の影響など今後の
動向には引き続き注意し、感染拡大防止に努
める必要があります。
　貴協会が永年にわたり培ってこられた豊富
な知識や経験は、大阪市としても非常に心強
く、今後とも、市民の安全・安心の確保に御
尽力いただくとともに、専門的な見地から公
衆衛生の向上に寄与いただくことを期待申し
上げます。
　大阪市といたしましても、新型コロナウイ
ルス感染拡大の防止、市民生活への支援及び
2025年大阪・関西万博のインパクトを活かし
ながら大阪経済の再生を進め、コロナを乗り
越えた先にある大阪の成長・発展を確たるも
のとし、日本の成長をけん引する東西二極の
一極として、世界に存在感を発揮する「副首
都・大阪」の確立・発展をめざしてまいりま
すので、皆様方の御理解と御支援を賜ります
ようお願い申しあげます。
　結びにあたり、一般財団法人大阪防疫協会
の今後ますますの御発展と会員の皆様方の御
健勝、御活躍を心からお祈り申し上げまして、
新年のあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　今田理事長をはじめ一般財団法人大阪防疫
協会の皆様方には、健やかに2023年の新春を
迎えられ、益々ご清栄のことと心からお慶び
申し上げます。平素は、本市保健衛生行政の
推進に格段のご理解とご協力を賜り、深く感
謝申しあげます。
　昨年新型コロナウイルス感染症は、特にオ
ミクロン株の出現により全国で猛威を振る
い、また、経済面においては原油をはじめと
した物価高騰などにより、市民生活は多大な
ダメージを受けました。そのような中、本市
では新型コロナウイルス感染症対策として、
医療関係者の皆様のご協力もいただき高齢者
施設等や自宅で療養する患者への往診体制を
整備し、民間救急事業者との連携により患者
搬送体制の強化を進めるとともに、市民への
ワクチン接種を速やかに実施しています。ま
た、LINEコロナ相談及びWEBコロナ相談を
開設し、新型コロナウイルス感染症に関する
市民の不安や疑問の早期解消に努めていま
す。一方、市民への経済支援策として、一定
期間水道基本料金の免除や学校給食の無償化
を行う等、様々な対策をとってまいりました。
今後も、庁内一丸となって対応してまいりま
す。
　さて、本年は、大阪府、堺市においてＧ７
貿易大臣会合が開催されることとなっており
ます。世界各国から多くの来賓の方が来られ
ることが予測され、それらの方々や市民の健
康、安心・安全の確保を図るため、感染症対
策をはじめ、より一層の取組を進めてまいり
ます。
　貴協会におかれましては、これまで培って
こられた防疫対策などに関する豊富な知識、
経験、高度な技術を発揮され、今後とも本市
の保健衛生行政の推進に、より一層のお力添
えを賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、一般財団法人大阪防
疫協会の益々のご発展と、会員の皆様のご活
躍とご健勝、ご多幸を心よりお祈りいたしま
して、新年のごあいさつとさせていただきま
す。
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東大阪市健康部長

田 中　健 司

高槻市健康福祉部長

根 尾　俊 昭

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。旧年中は、本市の保健衛生行政推進
に格別のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　2019年以降依然として新型コロナウイルス
感染症により経済活動や生活様式など様々な
分野において多大な影響が続いています。昨
年は、療養期間の短縮や濃厚接触者の健康観
察期間の短縮など、感染拡大防止と社会活動
の維持を両立させるための見直しがありまし
た。また、オミクロン株の特性を踏まえて、
高齢者等重症化リスクの高い方を守るため、
感染症法に基づく医師の届出の対象を４類型
に限定し、保健医療体制の強化、重点化を進
めるなど「Ｗithコロナ」に向けた新たな段
階へ移行しました。今後訪日外国人観光客も
増加することが見込まれることからデング熱
等、他の輸入感染症についても対策を徹底し
てまいります。
　さて、本市では11月に大阪・関西万博の開
催に向けた機運醸成イベント「HANAZONO 
EXPO」を開催いたしました。これからの新
しい生活様式や価値観、最先端のデジタル技
術や今後活躍が期待されるテクノロジーな
ど、ワクワクする未来の生活を見て触れて体
験することができました。大阪・関西万博の
テーマである「いのち輝く未来社会」を目指
し、引き続き各関係機関と連携し、市民の皆
様の生命と健康を守り安心して暮らせるよう
取り組んでまいります。
　貴協会におかれましては、永年にわたり
培ってこられた豊富な知識や技術を遺憾なく
発揮され、今後とも本市の保健衛生行政の推
進に引き続きご尽力賜りますようお願い申し
上げます。
　結びにあたり、一般財団法人大阪防疫協会
の今後益々のご発展と会員の皆様方のご健
勝、ご多幸を心から祈念いたしまして、新年
のごあいさつとさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様には益々
ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、
旧年中は、本市の保健衛生行政の推進に格段
のご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　国内における新型コロナウイルス感染症の
発生から３年が経過しようとしています。本
市保健所では、受診相談体制の整備や医療体
制の拡充に取り組むとともに、人員の確保な
ど保健所の体制強化に努めてまいりました。
引き続き、関係各機関と連携を図りながら、
市民の生命と健康を守るため、感染症対策に
全力で取り組んでまいります。
　さて、本市では、昨年７月、大阪府三島救
命救急センターの三次救急機能が、高度な医
療機能を備える大阪医科薬科大学病院に引き
継がれました。また、本年４月には、初期救
急を担う高槻島本夜間休日応急診療所が移転
し、新たな施設、設備の整った診療所として
リニューアルいたします。初期救急から三次
救急までが揃った、本市の救急医療の特徴を
活かし、今後とも医療体制の充実に取り組ん
でまいります。
　一方、本市は本年１月に市制施行80周年、
４月には中核市移行20周年を迎えます。高槻
市保健所としても開設20周年の記念すべき節
目の年となります。今後、より一層の健康危
機管理体制の充実・強化を図るとともに、市
民の健康を増進し、安全で安心して暮らせる
環境を確保するため、なお一層の努力を重ね
てまいります。
　貴協会におかれましては、永年にわたり
培ってこられた防疫活動に関する豊富な知識
や高度な技術により、今後とも住民の安全・
安心の確保にご尽力いただくとともに、本市
の保健衛生行政の推進にご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びとなりますが、貴協会の益々のご発展
と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心から祈
念いたしまして、新年のごあいさつとさせて
いただきます。
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ

豊中市健康医療部長

松 岡　太 郎

枚方市健康福祉部長

林　　訓 之

　新年あけましておめでとうございます。
　新春を迎え、一般財団法人大阪防疫協会の
皆様には、益々ご清栄のことと心からお慶び
申し上げます。
　旧年中は、本市保健衛生行政の推進にご理
解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　2022年は、年始早々に第六波が到来し、そ
の収束をはっきりと見出せないところ、６月
下旬から、より大きな第七波の出現に至りま
した。「無料検査」、「検査センター」、「みな
し陽性」そして「全数把握の見直し」などが
キーワードとなったと思います。保健所とし
ては、『ウイズコロナを念頭に、新型コロナ
ウイルス感染症対応業務と従来からの業務と
をどのようなバランスで行っていくのか』と
いう大きな宿題をいただいた一年でした。こ
の間の住民の皆さまと関係団体の皆さまのご
理解とご協力に感謝を申し上げます。
　2023年は、ウイズコロナに留まらず、アフ
ターコロナを見据えた事業をさらに加速させ
ることが必要です。豊中市保健所の予備的な
調査でも、新型コロナによる巣ごもりの影響
か、高齢者だけではなく40歳代や30歳代まで
心身の不調が広がっていること、そして“フ
レイル予備軍”が若い世代まで広がっている
こと、を確認しています。この新型コロナと
いう一種の“災害”から、住民の健康をしっ
かりと“復興”させる必要があります。住民
の健康と安心・安全を守るため、職員一丸と
なって職務に励みたいと思います。
　貴協会におかれましては、永年にわたり
培ってこられた防疫や環境衛生対策に関する
豊富な知識と経験、高度な技術をいかんなく
発揮され、本市の保健衛生行政の推進に、よ
り一層のご支援とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　最後になりましたが、一般財団法人大阪防
疫協会の益々のご発展と会員の皆様方のご健
勝、ご多幸を祈念いたしまして、新年のごあ
いさつとさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、健やかに佳き新春をお迎えのこと
と心よりお慶び申し上げます。
　旧年中は、本市の保健衛生行政の推進にご
理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、本市としては、新型コロナウイルス
感染症の発生以来、枚方市新型コロナウイル
ス対策本部を2020年１月に設置し、医療機関
をはじめとする関係団体と連携した体制の整
備、庁内のBCPや応援体制の構築など一層の
体制強化を図るとともに、市民の皆様方に対
しては、コロナウイルスワクチン接種の促進
と同時に、基本的な感染症対策として、マス
クの着用、手指消毒、室内の換気など環境整
備、ソーシャルディスタンスの維持等のご協
力をお願いしてまいりました。
　昨年の新型コロナウイルス感染症発生状況
は、オミクロンの変異株である「BA.5」の流
行により、第７波がかつてない規模で拡大し、
多くの感染者や濃厚接触者が発生いたしまし
た。ところが、重症化率は低下しており、感
染者の多くは入院を必要とせず自宅療養で改
善されました。
　このことから、今後は「ウィズコロナ」を
見据え、基本的な感染症対策は継続しつつも、
社会経済活動の継続に対策の力点をシフトさ
せる施策が必要となってくると思われます。
　最後に、本市におきましては、市民生活や
市内の経済活動を支援し、「暮らしたくなる
まちづくり」に取り組んでまいります。
　貴協会におかれましては、様々な危機事象
に際してもこれまで培ってこられた豊富な知
識、経験と高度な技術を遺憾なく発揮され、
今後とも本市の保健衛生行政の推進にご支援
とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と会
員の皆様方のご健勝、ご多幸を祈念いたしま
して、新年のごあいさつとさせていただきま
す。
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八尾市健康福祉部長

當 座　宏 章

寝屋川市健康部長

藏 守　利 彦

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。また、旧年中は、本市保健衛生行政
の推進に格段のご理解、ご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　さて、昨年は新型コロナウィルスが第６波、
第７波と大流行し、本市保健所におきまして
も感染拡大防止のため、市民等の方々に対し、
新型コロナウィルスに関する症状等の相談、
発熱外来の案内、ホテル療養や入院の調整、
配食サービスの案内、積極的疫学調査や施設
指導の対応等について、応援職員を増員して
全力で取り組んでまいりました。
　また、昨年は長期化するコロナ禍に加え、
原油価格・物価高騰等の影響を受けるすべて
の市民に光を当てる取り組みとして、本市独
自の支援策として市民１人あたり5,000円を支
給する八尾市民応援給付金事業を実施いたし
ました。
　さらに、市民のみなさんの主体的な健康づ
くりを地域と行政が協働して支えるための指
針となる「八尾市健康まちづくり計画」を策
定いたしました。この計画では「みんなの健
康をみんなで守る市民が主役の健康づくり」
を基本理念とし、「健康寿命の延伸」「健康コ
ミュニティ（※）づくりの推進」を基本目標
として設定し、八尾市健康まちづくり宣言の
もと、市民は主体的に健康づくりに取り組み、
地域、事業者、関係機関、大学等の研究機関
との連携のもとで、本市はその環境づくりを
推進してまいります。
　貴協会におかれましては、今後とも本市の
保健衛生行政の推進にご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と会
員の皆様方のご健勝、ご多幸を祈念いたしま
して、新年のご挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般社団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のことと心からお慶び
申し上げます。また、旧年中は本市の保健衛
生行政の推進に格別のご理解、ご協力を賜り
厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年も新型コロナウイルス感染症へ
の対応に終始した1年となりました。これま
で経験したことのない新規感染者数が確認さ
れ、日常生活や経済活動などにも大きな影響
を及ぼす中、本市では、様々な感染拡大防止
対策に取り組んでまいりました。引き続き、
保健所が中心となって、市民の皆様の生命、
健康、生活を守り、一日でも早く普段の暮ら
しを取り戻すことができるよう、感染防止対
策の取組を進めてまいります。
　新型コロナウイルス感染症対策以外では、
中核市として初めての試みとなる医療機器使
用患者のレスパイト（休息）入院に対する費
用助成を開始しました。人工呼吸器などの医
療機器を使用しながら在宅で療養している難
病患者は、災害時に避難所へ避難する際に、
医療機器の機械音などを理由に他の避難者に
遠慮したり、移動に対して不安があることな
どが、本市で実施した調査でわかりました。
高度な医療的ケアや医療機器の持ち運びの難
しさなどから、災害発生時には緊急避難先と
して後方支援病院への入院が必要となる可能
性が高くなります。そのため、平常時に入院
にかかる個室代や移動のための介護タクシー
代などを助成し、難病患者に前もってレスパ
イト入院を経験していただくことで、災害発
生時に病院への円滑な避難につなげていただ
くことを目的としております。今後も市民生
活に寄り添い、市民の皆様が安全、安心に暮
らしていけるよう努めてまいります。
　貴協会におかれましては、長年にわたって
培ってこられた防疫対策などに関する豊富な
知識や高度な技術を遺憾なく発揮されますと
ともに、今後とも本市の保健衛生行政の推進
にご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
　最後になりましたが、貴協会のますますの
ご発展と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心
から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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　あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様方におか
れましては、健やかに新年を迎えられました
ことを心よりお喜び申し上げます。
　旧年中は本市の健康医療行政の推進に格別
の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、新型コロナウイルス感染症への対応
は続いておりますが、昨年はWithコロナに向
けた新たな段階を迎え、本市としましても感
染拡大が生じても、一般医療や救急医療等を
含む保健医療システムを機能させながら、社
会経済活動が維持できるよう、各関係機関と
も連携し感染対策に努めてまいりました。
　保健所では、事務処理センターの設置や自
宅療養者の夜間緊急対応業務の委託など、体
制強化を図りながら、保健所が果たすべき業
務の構築を行っており、今後も市民の皆様が
安心安全に暮らしていけるよう努めてまいり
ます。
　また、昨夏、市内で、不発弾が発見され、
その撤去作業に伴う対応をしました。保健所
としては避難対象区域内の新型コロナウイル
ス感染症患者等のリストアップを行い、自宅
療養の陽性者に宿泊施設での療養を勧めると
ともに、陽性者や濃厚接触者のための避難所
を開設いたしました。これらの準備を滞りな
く行うことができましたのは、保健所独自で
のブラインド型防災訓練の経験があったから
だと感じております。
　今後、想定される南海トラフ地震等にどの
ように対応するかが課題となっていますが、
今回の事例を教訓に、新興感染症も想定しな
がら、災害時に十分に対応できるよう努めて
まいる所存です。
　貴協会におかれましては、長年にわたり
培ってこられた豊富な知識や技術を遺憾なく
発揮されますとともに、今後とも本市の健康
医療行政の推進に御支援と御協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　最後に、貴協会の益々の御発展と会員の皆
様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新
年の御挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、健やかに新春を迎えられたことと
心よりお慶び申し上げます。旧年中は当財団
のワクチン事業への格別のご理解とご高配を
賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。
　昨年は政治面でも経済面でも世界的に変動
の大きな１年でした。一方で感染症分野では
依然としてCOVID-19が世間の関心を集めて
おりますが、その話題の陰にRSウイルス等の
小児感染症の国内流行が起こったことも見逃
せません。さらに海外の一部では、ポリオが
大きく話題となりました。
　ポリオはWHOによる根絶計画が推進され
ています。かつて100を超えたポリオ常在国
も現在は残すところ２ヶ国となり、根絶まで
あと一歩です。根絶にはワクチンが不可欠で
すが、ポリオワクチンには大きく２つの種類
があり、日本を含め多くの国では不活化ワク
チン（IPV）が用いられている一方、一部の
国ではウイルスを弱毒化させた経口生ワクチ
ン（OPV）が現在も使用されています。しか
しながら、OPVは接種後、体内で弱毒ウイ
ルスが増殖する過程で、ごくまれに野生株の
ように強い病原性を持つ「ワクチン由来ポリ
オウイルス（VDPV）」に変異することがあ
り、その一部が体外排出され下水道などに流
入することが問題となっています。昨年、こ
のVDPVによるポリオ患者（ポリオワクチン
未接種）が米国で約10年ぶりに発生しました。
また英国でもロンドンの下水からVDPVが検
出され、小児に緊急追加接種が実施されまし
た。このように野生株根絶後もVDPVの感染
リスクがあることから、日本を含めたポリオ
根絶済の地域でもIPV接種は大変重要です。
　当財団は本年も、IPV含有の４種混合ワク
チンをはじめとする各種ワクチンの供給を通
じて感染症対策に貢献してまいります。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と、
会員の皆様方のご健勝を祈念いたしまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ


